
守谷市都市計画マスタープラン

守谷市立地適正化計画

修正内容
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パブリックコメント実施概要

【期間】令和２年２月１３日（木）～３月１４日（土）
【場所】都市計画課，総務課，総合窓口課，文化会館，

保健センター，北守谷公民館，高野公民館，
郷州公民館

【件数】守谷市都市計画マスタープラン：２１件（５名）
守谷市立地適正化計画：１２件（４名）
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１．守谷市都市計画マスタープラン
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（１）パブリックコメントで寄せられた意見をもとに修正
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Ⅱ-26ページ 公共交通利用を考慮した子育て施設の配置

修正前

修正後

Ⅱ－26ページ，「④高齢
社会に対応し，人口減少を
抑制する身近な生活基盤の
整備と職場の確保」におい
て，親の公共交通での通勤
の視点や公共交通の維持の
観点から公共交通での通所
が便利な施設配置とするこ
とが望ましいため，児童福
祉施設について以下のとお
り文言を変更する。「また，
子育てしやすい都市環境・
地域社会を維持・形成する
ために，児童福祉施設につ
いて親の生活動線や公共交
通利用も考慮した計画的配
置や通学路の安全確保に取
り組む必要があります。」

意見の要旨

「また，子育てしやすい都市環境・地域社会を維持・形成するた
めに，児童福祉施設について生活動線や公共交通利用も考慮した
計画的配置や通学路の安全確保に取り組む必要があります。」

赤線部分を以下のとおりに修正
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２．守谷市立地適正化計画
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（１）パブリックコメントで寄せられた意見をもとに修正
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4-7ページ 徒歩圏説明の誤植訂正について

修正前 修正後

4－7ページ，「2）居住誘導区域の設定方針」
の「①生活利便性が確保される区域」の「基幹的
公共交通路線徒歩圏」の図において，30本／日以
上の運行頻度があるバス停に本数の少ない「松前
台七丁目」バス停が入っており，本数の多い「守
谷高校入口」が入っていない。

意見の要旨

守谷高校入口

松前台七丁目
「守谷高校入口」を加え，
「松前台七丁目」を外す
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6-15ページ バス停へのアクセス改善とバス待ち環境の改善

修正前

修正後

6－15ページ，「 交通9
公共交通機関のバリアフ
リー化の推進」において，
薬師台5丁目西端から県道
取手豊岡線への歩行者道の
整備と新バス停（薬師台入
り口）設置，及び利用者の
多いバス停や乗り換え推奨
バス停への屋根設置推進の
ため以下の文言を追加する。
「・バス停へのアクセス路
の改善及び，バス停屋根の
設置等，天候によらず誰も
が利用しやすい公共交通の
実現を目指します。」

意見の要旨

「バス停やパークアンドライドの乗り換え拠点などの身近な交通
結節点においては，バス停屋根の設置等による利便性向上を図る
とともにアクセス道路の改善，点字ブロックの設置，音声ガイド
の設置などを推進し，バリアフリー化に努めます。」

「交通８身近な交通結節点におけるバリアフリー化の推進」
を以下のとおりに修正
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資-12ページ，資-13ページ 日常生活サービスの徒歩圏充足率の図の誤植修正

修正前

資料－12ページ，資料－13ページ，図「a．生活サービス施
設徒歩圏と2015年人口」，「ｂ．基幹的公共交通徒歩圏と
2015年人口」に誤植がある。
「a．生活サービス施設徒歩圏と2015年人口」は，「生活サー
ビス施設（医療・福祉・商業）から800mかつ基幹的公共交通
路線の徒歩圏（鉄道駅から800ｍ・バス停から300ｍ）」と記
載されているが，明らかに不自然である。
「ｂ．基幹的公共交通徒歩圏と2015年人口」は「徒歩圏説明

の誤植訂正」と同じ。

意見の要旨
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資-12ページ，資-13ページ 修正後

わかりやすくするために図面と説明を追加
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（２）その他の修正
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4-10ページ，4-11ページ 浸水想定区域に指定されている居住誘導区域の取扱について

修正後 ・入水開始時間とそれに関連する説明を修正
・浸水想定区域図と避難所・避難場所位置図を重ねる

修正前

居住誘導区域に含まれている浸水想定区域については，具体的
に内容を示す必要があるが，鬼怒川の破堤後よりも小貝川の破
堤後の方が居住誘導区域への水の到達が早い。

要旨
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6-9ページ 居住誘導に係る施策について

修正前

修正後

「マイカー以外でのアク
セスが難しいロードサイド
に立地することが望ましく
ない施設を検討し」の表現
がわかりにくい。

要旨

赤線部分を以下のとおりに修正
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